
 

令和 6 年度 今治市社協グループホームゆいの家 外部評価結果（公表用） 

項 目 内    容 

自 己 評 価 実 施 日 ４～５月中 

外 部 評 価 日 令和 6 年 6 月２1 日( 金曜日 ) 

実 施 方 法 
運営推進会議 

「自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール」 

外 部 評 価 者 

民生児童委員協議会会長、地域住民代表、今治市役所大三島支所、大三

島支部運営委員長、伯方地域包括支援センター大三島サブセンター、今

治市社協大三島支部支部長、グループホームゆいの里管理者等 

計１２名 

開 示 状 況 

利用者及びその家族へ送付 

今治市へ提出 

今治市社協ホームページ・事業所内へ掲示 
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令和６度 今治市社協グループホームゆいの家 (自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール) 
№ タイトル 評価項目 自己評価 記 述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と
実践  

地域密着型サービスの意義をふ
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

ゆいの家の理念、行動指針を継続して
います。今年４月から介護職の大きな
人事異動があり、改めて認知症介護
理念の確認を行いたいと思います。 

      

2 
事業所と地域と

のつきあい 

事業所は、利用者が地域とつなが
りながら暮らし続けられるよう、認
知症の人の理解や支援の方法な

どを共有し、事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

○ D．ほとんどできていない 

新型コロナの５類移行を受けて、地域
行事参加や地域の商店に買物に行く
など地域づきあいを取り戻しつつあり

ます。感染対策とのバランスをとって
行く必要があります。 

まだ、ｺﾛﾅが続いていたりしてい
るので無理のない程度で行なえ

ばよいと思います。 

    

3 
運営推進会議
を活かした取り
組み 

運営推進会議では、利用者やサ
ービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

２ヶ月に一度実施できています。市職
員や地域住民代表の方の参加も毎回
あり有意義な話し合いの場になってい
ると思います。職員自己評価ではこの
会議の内容が浸透していないとの意
見もみられました。 

よくできていると思います。会議
に出席させていただき色々丁寧
な説明がありよく分かります。 

    

4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケアサ

ービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り
組んでいる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

上述の運営推進会議の機会を活用し
て、事業所での課題（介護保険の適正
化やｻｰﾋﾞｽの取組など）を相談し、助

言をもらう機会としています。防災訓練
などでも協力を得られています。 

よくできていると思います。     

5  
身体拘束をしな
いケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護
保険法指定基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組
んでいる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

「住みなれた地域で自分らしく暮らす」
を大切に玄関の無施錠も含めて取り
組んでいます。今後個々のケースで重
度化等に伴い、安全配慮が必要なケ

ースも予測されるため、身体拘束しな
いケアができるように職員全体で考
え、取り組んでいきます。 

  

○ A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

 
・定期的な対策検討委員会も開

かれしっかり対策されています。 

6 
虐待の防止の
徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防
止関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めてい
る 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

職員会議等で高齢者虐待関連法など

の勉強会をおこなっています。虐待は
白か黒かではなく不適切な声かけ等
グレーゾーンが広く存在する事を日頃
から注意して、認知症の方のみをケア
するグループホーム職員として尊厳を
護るケアの実践を心掛けています。 

  

○ A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

 

・研修会・勉強会も開かれ虐待防
止についての対策がとれていま
す。 
・グレーゾーンの存在を意識して
いる点。そこから注意してケアに
あたっている事は十分な評価に
値する。 

7 
権利擁護に関
する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性

を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

管理者は成年後見制度や日常生活自
立支援事業の制度利用支援経験があ
り、研修等で職員に周知をしていきま
す。認知症の人の権利擁護（虐待防止

に資する）制度して介護職員全員に理
解を深めて欲しいと思います。 
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8 
契約に関する
説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の
際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

契約に関する説明・同意は十分な時間

をとり分かりやすく説明する様に努め
ています。介護保険改正に伴う加算の
新設なども専門用語ではなく、分かり
やすい言葉で説明を行い、納得の上
で同意いただくよう努めています。 

      

9 
運営に関する
利用者、家族等
意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員ならびに外部者へ
表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

毎年、全ご家族様にアンケート調査を
行っており、満足度調査や要望、意見
を伺う機会を持っています。すべての
要望に対応できてはいませんが、取り
まとめをして職員の気付きにもつなげ
ていきます。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

  

10 
運営に関する
職員意見の反
映 

代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

ミーテイング、また毎日の申し送りの場
で意見を聞き、職場環境や業務内容な
どに反映することがあります。職員自
己評価で個別面談の必要性の提案が
あり、今年度実施していきます。 

      

11 
就業環境の整
備 

代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

社会福祉協議会として福利厚生は充
実しており、人事考課の制度もありま
す。夜勤も含む変則勤務のため負担
が少ない様に配慮しています。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・就業に関しては個々の人の考
え方に執着し過ぎず、各々のスタ
ンスや現状を踏まえながら調和
できる様に取り組む必要があると
思う。 

・夜間担当者の負担をへらせる
手だてがあればよいと思います。 
・重労働ですので職員さんのメン
タルも気になります。十分にケア
してあげて下さい。 
・ストレスがかかる職場なので、
職員さんのメンタルを十分ケアし

てほしい。 
・職場環境、条件の整備をされて
いますが、介護労働は厳しい部
分が多くあります。個々の体調管
理にも気をつけて下さい。 

12 
職員を育てる取
り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

研修計画に基づき内部・外部研修に
計画的に参加しています。研修は、本
人の興味関心から「学びたい」意欲を
大切にしながら、事業所としての必要
性で実施するものもあります。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・職場の課題に沿った研修内容
により意欲の向上につながると
思います。 
・研修会参加後報告を実施され
ている事が伺えます。 

13 
同業者との交
流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネットワ
ークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

コロナ禍の影響もあり合同の勉強会や
交流の場が減少している現状がある。
介護社会資源が少ない地域性も踏ま
えて、現在実施されている認知症カフ
ェや合同勉強会へ参加しています。 
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14 
本人と共に過ご
し支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の
立場におかず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

日常生活の家事・料理・洗濯物干しや

たたみなど出来るだけ一緒に行ってい
る。重度から作業出来ないかたはリビ
ングで一緒の時間を過ごすなど一人
一人の役割を確認している。 

     

15 
馴染みの人や
場との関係継
続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

○ D．ほとんどできていない 

利用者さんにとっては家族との面会が
何より大切に感じていますが、面会の
時間制限や、外出、外泊に一定の制
限が継続してある現状にあります。馴
染みのお店にいくなどは徐々に再開で
きています。 

久しぶりに先日訪問し、みなさん
穏やかな表情をされていて、大事
にされている事が良く分かりまし
た。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント       
 

16 
思いや意向の
把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生
活環境、一日の過ごし方の希望や
意向の把握に努めている。 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

ご本人の思いを最優先に考えている
が、認知症などからご家族の話や生活
歴等から考察する事もあります。       

17 
チームでつくる
介護計画とモニ
タリング 

本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映
し、現状に即した介護計画を作成

している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

月一回の職員会議（ミーテイング）にて
全員のケース会議を実施し現状の課
題への検討、工夫や短期目標、ケア内
容の確認、修正などを行っている。必
要性がある場合に家族、関係者と話

合いを行います。 

きめ細かい対応がされていると
思いました。 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・きめ細かい対応がされてとても
良いと思います。 

18 
個別の記録と
実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活か
している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

毎日の業務記録、個人記録にケア目
標及びケア内容の記載をしてあり、そ
れに沿って確認、気付きの記述をして
います。ケース会議にてプランの見直
しに生かしています。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

  

19 
一人ひとりを支
えるための事業
所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

グループホームは生活の場として２４
時間３６５日のケアが必要であり、その
時々で生まれるニーズには随時対応
をしていきます。重度化等からくる医療
ニーズ対応、単身者の経済的ニーズ

への対応等取り組みがあります。 

それぞれに工夫しながらニーズ
にあった対応がされていると思い
ます。 

    

20 
地域資源との
協働 

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援
している 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

新型コロナ５類移行を受けて、お大師
さんの地域行事参加や長年馴染みで
通っている美容院の利用などを徐々に
再開する事が出来ています。今後は
感染症予防に注意しながら、地域に出
ていく必要があります。 

コロナ禍の現状をみながら徐々
に対応していけば良いと思いま
す。 

    

21 
かかりつけ医の
受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか

りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ

うに支援している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

概ね入所前からの炊事委にお願いし
ています。重度化など状態の変化に
伴い家族と話し合い、医療機関を決
めていく事もあります。 
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22 
入退院時の医
療機関との協
働 

利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

健康状態や異変を伝えるため入院、退

院の支援は出来るだけ同行して直接援
助する様にしています。家族の援助にな
る場合、病院と情報連携をおこなったり、
健康状態（血圧・熱など）の情報や状態
の変化について文書で伝える様にして
います。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・都度の対応を聞く限りでは十分
な連携がとれていると思う。 

２３ 

重度化や終末
期に向けた方
針の共有と支
援 

重度化した場合や終末期のあり

方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

入所時に終末期に事業所でできるこ
と、出来ない事をはなし、入所中に状
態が変わった時には、主治医より医療
の必要性などご家族に説明して頂き、

その時にご家族と方向性を話し合いま
す。また、本人、ご家族の気持ちの変
化や不安がある時には、その都度話し
合いを持つようにしています。職員の
不安に対して、想定されるリスクを主
治医から説明してもらい、観察点や症
状を知ることにより職員の不安を軽減
していきます。 

  

○ A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

 

２４ 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や

初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

定期的な訓練は出来ていない現状で
す。起こり得る急変、事故発生時のマ
ニュアルを作成しています。定期的に

消防の救急救命研修に参加して、実
践力を身に付ける事ができるようにし
ていきます。 

      

２５ 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いて

いる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

本年度より地域合同の防災避難訓練
（６月）を再開し、実地で火災発生時の
初期消火、通報、避難誘導の訓練を
行う事が出来ました。地域参加者や消
防、地域住民代表の方から実際の意
見をもらうことで改善すべき点や気付
きが得られました。地震、風水害の訓
練も実施します。（図上訓練含む） 

・毎回参加させて頂いていますが
よくできていると思います。 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・状況によって対応は変わるもの
なので、様々な訓練を通じ自分た
ちに何ができ、何が出来ないか
明確にしておく必要がある。 
・海・川の近くなので津波避難の
訓練は必要だと思います。 
・何回も参加させて頂きましたが
続けて下さい。 

・少し訓練不足です。 

・６月の見廻り時に避難廊下の出
口付近に椅子がおかれていたの
で気になりました。建物内の避難
経路は広くして欲しい。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         

26 
一人ひとりの尊
重とプライバシ
ーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

認知症の病気や身体機能の低下に伴
う生活の困難さがあることを理解して、
個々に言葉かけや対応を工夫していく
必要があります。職員自己評価では、
言葉かけが適切でないと感じられる場

面があるのと意見もあり、今後話し合
いをしていきます。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・言葉掛けの反省がありますが、
その時点で職員自身の疲労感が
あるかも知れませんので無理の
ない様体調管理をしてください。 
・№６を踏まえ、支援しようとして

いる姿勢は十分評価できると思
う。 
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27 
日々のその人ら
しい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりの日常生
活における希望や意向、暮らしの
ペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって
支援している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

元気なご利用者であれば生活の意向

や希望を実践しやすいので、買物や畑
仕事、散歩など希望に沿って支援する
事ができます。重度なご利用者などの
場合、表情やしぐさから推し量り、活動
と休養のペースを調整することなども
あります。 

     

28 
食事を楽しむこ
とのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

一人一人の出来る事を把握し食材の
下ごしらえ、おやつ作り、盛り付け、食
器拭き、洗いなどを一緒に行っていま
す。 

  

○ A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・共同生活する中で一人一人に
合わせる事は難しいと思う。可能
な範囲で一緒に続けることが大
切。 

29 
栄養摂取や水
分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

食べ物の好き嫌いや生活習慣に配慮
して、食材、調理法を変えて作ってい
ます。（主食をパンに変更する等）水分
摂取量は記録して、少ない方には飲み
物好きな物に変更するなど工夫を取り
入れて支援しています。 

      

30 
口腔内の清潔
保持 

口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

歯磨きは自分から行う人、声かけが必
要なかた、拒否される方と様々あり介
助方法を工夫しています。   

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・拒否する支援については工夫を
続ける必要あり。 

31 
排泄の自立支
援 

排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支
援、便秘の予防等、個々に応じた
予防に取り組んでいる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

その人の排泄リズムを観察記録してい
く事で、声かけの言葉やタイミングをみ
て支援しています。排便の確認が分か
りにくいことがありますが、入浴時の下
着の状態、食事量の減少、お腹の張り
具合などを観察していき、緩下剤など
主治医に相談し、その方にあった予防
策をとっています。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

  

32 
入浴を楽しむこ

とができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、

職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支
援をしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

基本２日に一回でしたが、高齢となり
入浴での疲労感、脱力感が見られるよ
うになり、重度化したには入浴の間隔

を開ける様にしています。また、入浴
前後のバイタル、水分補給、時間に気
を付けています。 

      

33 
安眠や休息の
支援 

一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

みんなが、思い思いの時間に休んでも
らっています。声かけしても昼間は横
にならないと椅子でウトウトされる方も
います。穏やかに眠りに入れるように、
居室の温度調整、照明の加減、音など
にも気を付けています。 
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34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

一人一人の内服薬の副作用、用法、

用量は控えています。新しく処方され
た時には、連絡帳に注意事項、処方目
的を記載して、異変があればすぐに主
治医に連絡する様にしています。 

  

○ A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・医師や薬剤師との連携に努め、
症状の変化にも十分配慮してい
る。 

３５ 
役割、楽しみご
との支援 

張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽
しみごと、気分転換等の支援をし
ている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

一人一人の出来る事、好きなこと、得
意な事、苦手なことを把握することで、
一日の中で家事、創作、レク、ゲーム
などその人の笑顔が見られる様支援し
ています。例えば、食事作りに直接参
加できないかたでもメニュー書きの役
割を担ったりレク、ゲームに参加できな

くても、団らんの輪の中で雰囲気を感
じてもらうなどの取り組みがあります。 

その人個人の好きなこと出来る
事、やりたい事に配慮した取り組
みが出来ていると思います。 

    

36 
日常的な外出
支援 

一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行け

ないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支
援している 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

コロナ禍の影響で長く外出支援を自粛
していましたが、お大師さんの参拝な
どに出かける事が出来ました。それぞ

れの地元の大師堂まわる等で喜んで
もらえたらと思います。現在、家族の外
出支援には一定の制限があり（自宅で
の健康観察期間）気軽にでかけられな
いことから、課題となっています。 

・現在おかれている状況の中でよ

くできていると思います。 
・無理をしないで、現状に合った
方向でよろしいかと思います。 

    

37 
お金の所持や
使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

基本的にご利用者にお金は持って頂
かないようにしています。お金を持って
いないと不安になるなど、どうしても持
ちたい希望のある場合は、家族、本人
と相談して少額を持たれている方もお
られます。個々の預かり金を金庫で管
理しており、その都度説明したり、買物

などで使えるようにしています。 

      

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自らが電

話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

電話でお話する支援は日常的におこ
なっています。携帯電話でお話される
方や事業所のタブレット端末を活用し
たテレビ（LINE）電話も多く活用できて

います。レクリエーションの一環として
ご利用者に、ご家族にあてた年賀状、
暑中お見舞いを書いてもらい支援をし
ています。 
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39 
居心地のよい
共用空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機
能やわかる力を活かして、安全か
つできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。共用の空
間が、利用者にとって不快や混乱
をまねくような刺激がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、一人ひとりが居心地よく過ご
せるような工夫をしている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

混乱する為席には名前のシールを貼

っていますが、それが嫌な方には貼ら
ずに対応しています。ホールに、季節
の花を飾ったり、中庭に菜園を設ける
ことで、季節感を感じ、会話などふれあ
いが促進できるようにしています。リビ
ングの決まった席だけでなく、ソファー
や畳台など、思い思いのところで休め
る様にしています。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・様々な対応に努めるが故に物
品も増え、物で空間を圧迫してい
る箇所も見受けられる。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）        

40 

本人主体の暮
らし 

本人は、自分の思い、願い、日々
の暮らし方の意向に沿った暮らし
ができている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

ご本人の思い・要望に沿った自分らし
い暮らしの支援を心掛けています。認
知症などにより思いを伝える事が難し
くなっている方もおられるため、ひとり
一人によりそった意思決定の支援を考
えていく必要があります。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関
係、暮らしの習慣、特徴など様々
な情報をもとに、ケア・支援を受け
ることができている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

グループホームは生活の場として、自
宅の様にくつろげる（自分らしい時間）
ことが重要になります。生活歴の中か
らその人の大切にしている事柄を考え
てケアに生かしていきたいと思いま

す。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・
安全面・環境面について、日々の
状況をもとに、ケア・支援を受ける
ことができている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

血圧・熱などの一般状態など総合的に
記録し、職員で共有することで体の変
化の状態に気付きます。とくに自分で
体調を伝える事が難しい方には異変
の早期発見に努め、主治医につなげら
れるように気を付けています。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・自身の状態を伝え難い点を踏
まえていること。その為、気付き
が一番難しい。努めている姿勢
は十分だと思う。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これま
での暮らしの習慣にあった生活が

できている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

各々の食事の時間や起床、就寝など
出来るだけ本人のペースを尊重しま
す。ただし、時間等の混乱により生活
の困難さが生じている場合は、工夫を

しながらメリハリある生活ペースを支援
する方もおられます 

      

44 
本人は、自分のなじみのものや、
大切にしているものを、身近（自室
等）に持つことができている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

自室の持物についてできるだけ制限
せず、使い慣れた家具や飾り、使い慣
れた道具などをつかえる環境にしてい
る。ただし、混乱をさけるためにシンプ
ルな設えにしている居室もあります。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・状況を考えると対応としては出
来ている方だと思う。 

４５ 

本人は、自分の意向、希望によっ
て、戸外に出かけることや、催
（祭）事に参加することができてい

る 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

４月にお大師さん行事の参加する事が
出来ました。人と接する外出は感染対
策を実施して慎重に行う必要がありま
す。散歩や畑作業、近隣ドライブなど

から外に出て、気分転換出来る機会
があります。 

・出来る範囲で取り組んで行けば
いいと思います。 
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46 

本人が持つ力
の活用 

本人は、自分ができること・できな
いこと、わかること・わからないこと
を踏まえた、役割や、楽しみごとを
行うことができている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

個々の状態が異なる為、安全な活動

や意思決定の支援が必要となります。
出来る人、分かる人に役割などが集中
する傾向があるので、重度の方の意
欲や能力を引き出す支援を日々考え
ていく必要があります。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす
会話のひと時や、活動場面を日々
の暮らしの中で得ることができて
いる 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

職員が暖かい笑顔で対応し、団らんの
場でふれあいを促進して、生き生きと
した笑顔の場面を作れるように対応し
ています。認知症では心理症状として
意欲低下（アパシー）がみられる方も
おられるので、ひとり一人に着目してよ

り添える支援をめざします。 

  

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

ひとつひとつの関わり合いの中、
そして限られた時間でできること
を実践し続けることで入居者にも
変化は生れてくると思う。  

48 
本人は、自分なりに近隣や地域の
人々と関わったり、交流することが
できている 

   A．充分にできている 

   B．ほぼできている 

○ C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

現状ではあまり出来ていない。施設敷
地内を散歩するなどの支援を再開して
いるので、出会った地域の人とあいさ
つを交わす事などから顔なじみの関係

を作っていく努力をしていきます。 

・良いと思います。     

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職

員や地域の人々と親しみ、安心の
日々、よりよい日々をおくることが
できている 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

住み慣れた島でご利用者一人一人が
自分らしい生活をできることを念頭に
置いて支援をおこなっています。感染
症への対策強化などから地域交流が

難しくなっている部分がありますが、そ
の分工夫をして外の空気を感じられる
機会を増やし、職員が良い関係を作る
事で、ご利用者一人一人が安心して、
笑顔で生き生きした場面を増やしてい
けるように努力しています。 

・先日の見学で利用者さんも職員

さんもにこやかな表情で信頼関
係が伺えとてもよいと思いまし
た。 

   A．充分にできている 

○ B．ほぼできている 

   C．あまりできていない 

   D．ほとんどできていない 

・これまでにない制限と並行して
生活する事は正直大変だと思う。
工夫した事がどのように利用者さ
んへ返っているか、良かった事柄

を見極めながら続けていって欲し
い。 
・先日の見学で利用者さんの笑
顔もみれてとてもよい関係ができ
ているようでうれしく思いました。 

 



　（参考様式４） 今治市社協グループホームゆいの家

目標達成計画 作成日：　令和　　6年　　12月　　19日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 11

就業環境の整備：グループホームは２交代制の
夜勤など含む変則的な勤務体制であり、夜勤担
当者の負担軽減への配慮が必要であるとのご
意見がありました。
職員さん一人ひとりの心理的な負担を軽減して
働きやすい職場環境を作ってく必要がある。

職員の体調管理やメンタルヘルスに配慮し
て、安心して働ける労働環境整備する。

上司による個別面談を実施して、職員一人ひと
りの仕事の悩み（感じている困難さなど）を聴く
機会を設けます。そのうえで、職員全員が持つ
力を発揮してチームケアを推進できる職場環境
づくりを考えていきます。
（例：勤務時間の調整、きちんと休養が取れる
勤務体制、夜勤時の心理的な負担の軽減への
とりくみなど）

3ヶ月

2 25

災害対策：６月の地域合同避難訓練で、訓練不
足であるご意見をいただきました。訓練実践で
の職員連絡体制の不備などがありました。今後
は火災だけでなく地震や水害など訓練を繰り返
し行うことで課題を改善して緊急時に備えていく
必要があります。

BCP（業務継続計画）に基づき、火災に加え
て地震、津波、風水害などの自然災害想定
の対策訓練・研修を実施します。
津波、高潮などで一時避難場所への避難が
必要になった場合の避難訓練（実地）を実施
します。

一時避難場所となっているクルツラントゥーレー
ベンへの実際の避難訓練を行います。
また大規模災害発災後の業務継続に向けた訓
練（非常備蓄品の確認、発電機の使用訓練）も
合わせて実施します。

3ヶ月

ヶ月

ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。



ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


